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特
集
１　
米
朝
会
談
と
東
ア
ジ
ア
の
平
和

１
．
戦
争
の
危
機
か
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
突
然
の
和
平
の
プ
ロ
セ
ス
へ

今
年
1
月
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
降
、

北
朝
鮮
）
の
金
正
恩
委
員
長
の
「
南
北
対
話
」
提
案
を

き
っ
か
け
に
、
北
朝
鮮
の
平
昌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

参
加
（
2
月
）、
板
門
店
で
の
南
北
首
脳
会
談
（
4
月
27

日
）、
そ
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
歴
史
的
な
初
の
米

朝
首
脳
会
談
（
6
月
12
日
）
が
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
暮

れ
、
北
朝
鮮
の
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
発
射
な
ど
に
よ
っ
て
、
朝

鮮
半
島
に
お
け
る
軍
事
衝
突
の
危
機
が
高
ま
っ
て
い

た
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
突
然
の
平
和
プ
ロ
セ
ス
へ

の
切
り
替
え
に
、
メ
デ
ィ
ア
や
専
門
家
さ
え
も
追
い

か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
目
ま
ぐ
る
し
い
情
勢

変
化
が
起
き
て
い
る
。
一
体
、
南
北
関
係
や
米
朝
関

係
の
間
に
は
な
に
が
起
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
特
に
、

１
７
０
０
万
の
キ
ャ
ン
ド
ル
市
民
革
命
に
よ
り
登
場

し
た
文
在
寅
政
権
は
何
を
目
指
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

２
．
6
・
15
及
び
10
・
4
合
意
を
復
活
さ
せ
た

　
　
4
・
27
南
北
共
同
宣
言

こ
れ
ま
で
2
回
の
南
北
首
脳
会
談
が
開
催
さ
れ
、

２
０
０
０
年
6
・
15
共
同
宣
言
、
２
０
０
７
年
10
・

4
共
同
宣
言
が
発
表
さ
れ
た
。
第
1
回
目
の
南
北
首

脳
会
談
（
金
大
中
大
統
領
－
金
正
日
国
防
委
員
長
）
は
、
分

断
50
年
ぶ
り
に
初
め
て
南
北
最
高
指
導
者
が
会
っ
た

だ
け
で
も
歴
史
的
な
意
味
が
あ
っ
た
。
長
い
間
不
信

と
対
立
が
続
い
て
き
た
こ
と
か
ら
、「
南
北
和
解
・
交

流
」
に
基
づ
く
信
頼
回
復
を
目
指
す
の
が
、
こ
の
会

談
の
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
南
北
離

散
家
族
の
再
会
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
交
流
、
金
剛
山
観

光
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

第
2
回
目
の
南
北
首
脳
会
談
（
盧
武
鉉
大
統
領
－
金
正

日
国
防
委
員
長
）
は
、
南
北
関
係
を
よ
り
「
安
定
化
及

び
制
度
化
」
す
る
こ
と
と
、「
西
海
平
和
協
力
特
別
地

帯
設
置
」「
経
済
協
力
団
地
建
設
」
な
ど
南
北
経
済
の

連
係
に
よ
る
「
経
済
共
同
繁
栄
」
を
目
指
し
た
。
10
・

4
宣
言
は
、『
南
北
関
係
を
「
よ
り
高
い
段
階
」
へ
拡

大
発
展
さ
せ
て
、
祖
国
統
一
の
「
新
し
い
局
面
」
を

開
い
た
』
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
2
ヵ
月
後
の
12
月
に
行
な
わ
れ
た

韓
国
大
統
領
選
挙
で
、
李
明
博
保
守
政
権
、
さ
ら
に

5
年
後
朴
槿
恵
保
守
政
権
が
登
場
す
る
と
、
６
・
15

及
び
10
・
4
南
北
共
同
宣
言
は
白
紙
化
さ
れ
、
南

北
関
係
は
再
び
対
決
や
冷
戦
の
時
代
に
戻
さ
れ
た
。

２
０
１
０
年
3
月
の
天
安
艦
隊
沈
没
事
件
に
よ
る
韓

国
将
兵
約
40
名
の
死
亡
事
件
と
、
同
年
11
月
の
北
朝

鮮
に
よ
る
ヨ
ン
ピ
ョ
ン
島
砲
撃
事
件
は
、
朝
鮮
半
島

は
い
ま
だ
に
戦
争
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
を
実
感

さ
せ
た
。

文
在
寅
大
統
領
－
金
正
恩
委
員
長
に
よ
る
第
3

回
目
の
南
北
首
脳
会
談
は
、
こ
の
よ
う
な
2
回
の

南
北
首
脳
会
談
の
成
果
及
び
教
訓
を
生
か
し
て
い
る
。

１
７
０
０
万
の
キ
ャ
ン
ド
ル
市
民
革
命
に
よ
り
誕
生

し
た
文
在
寅
政
権
は
、
4
・
27
南
北
共
同
宣
言
を
通
じ

て
、
10
年
前
に
挫
折
さ
れ
た
6
・
15
及
び
10
・
4
南

北
合
意
を
復
活
さ
せ
、
南
北
関
係
を
再
び
和
平
プ
ロ

セ
ス
に
戻
せ
る
こ
と
を
第
一
の
目
標
と
す
る
。
ま
た
、

停
戦
状
態
の
不
安
定
な
南
北
関
係
の
上
で
は
、
い
つ

で
も
敵
対
関
係
や
戦
争
の
危
機
に
戻
っ
て
し
ま
う
限

界
を
感
じ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
4
・
27
宣
言
は
、
平
和

の
家
を
建
て
る
ま
え
に
、
そ
の
土
台
に
な
る
安
定
的

な
基
盤
を
作
る
、
い
わ
ゆ
る
朝
鮮
戦
争
の
終
結
宣
言

と
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
平
和
協
定
の
締
結
に
よ
る
永

久
平
和
体
制
を
目
指
し
て
い
る
の
が
主
な
特
徴
で
あ

る
。挫

折
さ
せ
ら
れ
て
い
た
6
・
15
、
及
び
10
・
4
宣

言
を
復
活
さ
せ
た
4
・
27
宣
言
で
は
、
南
北
及
び
軍

事
分
界
線
（
注
）
付
近
の
東
西
鉄
道
を
つ
な
げ
る
南
北

経
済
の
連
係
だ
け
で
な
く
、
中
国
や
ロ
シ
ア
の
鉄
道

を
も
つ
な
げ
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
ま
で
南
北
経

済
が
進
出
を
し
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
「
新
経
済
領
域

の
拡
大
」
の
青
写
真
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
新
自
由

主
義
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
影
響
に
よ
り
戦
後
最
悪
の

経
済
危
機
や
若
者
の
非
正
規
雇
用
及
び
失
業
問
題
に

陥
っ
て
い
る
韓
国
社
会
に
と
っ
て
、
北
朝
鮮
と
の
和

解
・
共
存
を
目
指
す
対
北
政
策
は
、
統
一
政
策
で
あ

る
と
同
時
に
、
韓
国
の
新
し
い
経
済
成
長
を
目
指
す

南
北
・
米
朝
首
脳
会
談
と
東
ア
ジ
ア
の
行
方

―
韓
国
文
在
寅
政
権
は
何
を
目
指
し
て
い
る
の
か

李
泳
采
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特
集
１　
米
朝
会
談
と
東
ア
ジ
ア
の
平
和

「
新
北
方
政
策
」
の
一
環
で
も
あ
る
。
こ
の
「
新
北
方

政
策
」
に
ロ
シ
ア
、
中
国
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
も
強
い
興
味
を
も
っ
て
い
る
。
北
朝

鮮
を
舞
台
に
し
た
東
ア
ジ
ア
経
済
共
同
体
を
目
指
す

新
し
い
実
験
が
始
ま
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

そ
の
た
め
に
何
よ
り
必
要
な
の
が
、
北
朝
鮮
の
核

問
題
の
解
決
に
よ
る
朝
鮮
半
島
の
「
完
全
な
非
核
化
」

で
あ
る
。
4
・
27
南
北
共
同
宣
言
が
高
く
評
価
さ
れ

て
い
る
の
は
、
北
朝
鮮
の
金
正
恩
委
員
長
が
韓
国
を

通
じ
て
、
米
国
に
「
完
全
な
非
核
化
」
の
意
思
を
初

め
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
に
あ
る
。

３
．
リ
ア
リ
ズ
ム
を
回
復
し
た　
　
　
　
　
　

　
　
6
・
12
米
朝
合
意

朝
鮮
戦
争
以
降
約
70
年
近
く
、
世
界
で
一
番
激
し

い
軍
事
対
立
を
続
け
て
い
る
米
朝
両
国
が
、
相
互
を

「
正
常
国
家
」
と
し
て
認
め
て
、
両
首
脳
が
「
国
交

正
常
化
」
に
向
け
て
合
意
を
し
た
そ
の
現
実
だ
け
で

も
、
す
で
に
朝
鮮
半
島
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
の
冷
戦
体

制
の
解
体
プ
ロ
セ
ス
は
始
ま
っ
て
い
る
。
日
本
の
メ

デ
ィ
ア
は
、
6
・
12
米
朝
合
意
文
の
な
か
で
、
い
わ

ゆ
る
「
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
」（
完
全[Com
plete]

か
つ
検
証
可
能

[V
erifiable]

で
不
可
逆
的[Irreversible]

な
廃
棄
／
非
核
化

[D
ism
antlem

ent/D
enuclearization]

）
が
明
確
に
記
載

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
合
意
に
対
し
て
評

価
が
非
常
に
厳
し
い
。

一
方
、
ブ
ル
ー
ス
・
カ
ミ
ン
グ
ス
を
は
じ
め
、
朝

鮮
半
島
問
題
の
専
門
家
や
外
交
官
は
、
6
・
12
米
朝

合
意
に
対
し
て
「
画
期
的
で
現
実
的
な
歴
史
的
合
意
」

で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
に
関
し
て
は

多
様
な
側
面
の
解
釈
と
論
理
が
あ
る
が
、「
完
全
な
非

核
化
」
の
文
脈
は
北
朝
鮮
が
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
を
事
実
上
み

と
め
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

6・12
米
朝
合
意
で
、北
朝
鮮
と
米
国
は
、主
に
（
１
）

米
朝
国
交
正
常
化
（
２
）
平
和
体
制
の
締
結
（
３
）
朝

鮮
半
島
の
完
全
な
非
核
化
に
合
意
し
て
い
る
。
こ
の

合
意
が
画
期
的
な
の
は
、
米
国
が
従
来
の
立
場
を
変

え
て
、（
３
）「
完
全
な
非
核
化
」、
い
わ
ゆ
る
Ｃ
Ｖ
Ｉ

Ｄ
を
米
朝
関
係
改
善
の
入
り
口
で
な
く
、
出
口
に
変

え
た
こ
と
で
あ
る
。
Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
方
式
に
よ
る
北
朝
鮮

の
「
完
全
な
非
核
化
」
に
は
数
十
年
も
か
か
る
こ
と
で
、

実
質
的
に
核
査
察
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
を
考
え
る
と
、

Ｃ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
を
入
り
口
と
し
て
要
求
す
る
の
は
、
実
質

的
に
は
、
米
朝
関
係
改
善
も
、
朝
鮮
戦
争
終
結
の
意

思
も
全
く
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
決
断
が
画
期
的
な
の
は
、
米

国
の
歴
代
指
導
者
の
な
か
で
、
北
朝
鮮
の
完
全
な
非

核
化
問
題
を
、「
米
朝
国
交
正
常
化
―
朝
鮮
戦
争
終

結
及
び
平
和
協
定
締
結
」
に
よ
る
最
終
結
果
と
し
て
、

理
解
し
、
そ
の
た
め
に
は
「
同
時
的
段
階
的
」
な
プ

ロ
セ
ス
が
現
実
的
で
あ
る
こ
と
を
、
初
め
て
公
式
的

に
大
統
領
の
署
名
で
認
め
た
こ
と
に
あ
る
。

真
の
相
互
認
定
こ
そ
平
和
体
制
構
築
の
唯
一
の
道

１
９
７
０
年
西
ド
イ
ツ
の
ヴ
ィ
リ
ー
・
ブ
ラ
ン
ト

首
相
が
東
ド
イ
ツ
を
訪
問
し
、
ヴ
ィ
リ
ー
・
シ
ュ
ト

フ
首
相
と
交
わ
し
た
「
歴
史
的
な
握
手
」
は
、
対
立

し
て
い
た
東
西
ド
イ
ツ
が
初
め
て
「
あ
り
の
ま
ま
の

体
制
」
で
お
互
い
に
認
め
て
、
相
互
共
存
を
約
束
し

た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
西
ド
イ
ツ
の
「
東
方
政
策
」

こ
そ
、
そ
の
後
、
ド
イ
ツ
統
一
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

の
土
台
を
作
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
今
、
朝

鮮
半
島
の
現
状
は
、
ち
ょ
う
ど
１
９
７
０
年
の
東
西

ド
イ
ツ
の
相
互
認
定
の
段
階
に
立
っ
て
い
る
と
も
言

え
る
。
朝
鮮
半
島
の
歴
史
が
東
西
ド
イ
ツ
の
分
断
と

統
一
の
歴
史
と
同
じ
道
を
辿
る
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
、
北
朝
鮮
の
体
制
を
あ
り
の
ま
ま
認
め
て
、

そ
の
人
々
が
交
流
す
る
こ
と
こ
そ
、
東
ア
ジ
ア
で
第

二
の
朝
鮮
戦
争
や
大
量
の
難
民
事
態
を
さ
け
て
、
平

和
的
な
東
ア
ジ
ア
の
共
同
繁
栄
を
作
る
唯
一
の
現
実

的
な
道
で
あ
る
。
そ
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
、
遠
く
離
れ

た
ア
メ
リ
カ
の
「
悪
徳
不
動
産
業
者
」
出
身
と
い
う

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
理
解
し
て
い
る
の
も
驚
き
で
あ

る
。し

か
し
、
東
ア
ジ
ア
の
一
員
で
あ
り
、
憲
法
9
条

を
持
っ
て
平
和
国
家
を
目
指
し
て
き
た
日
本
社
会
が
、

朝
鮮
戦
争
終
結
と
東
ア
ジ
ア
平
和
体
制
構
築
の
チ
ャ

ン
ス
が
到
来
し
て
い
る
今
、
日
朝
国
交
正
常
化
に
よ

る
植
民
地
清
算
と
拉
致
問
題
解
決
に
向
け
て
、
問
題

解
決
に
向
け
た
重
要
な
外
交
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
生
か

す
の
で
は
な
く
、
不
信
と
戦
争
の
恐
怖
を
煽
っ
て
い

る
メ
デ
ィ
ア
や
政
府
の
姿
に
は
、
戦
後
平
和
国
家
「
日

本
」
の
あ
り
方
に
改
め
て
疑
問
を
呈
さ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
イ
・
ヨ
ン
チ
ェ
／
恵
泉
女
学
園
大
学
教
員
）

（
注
）軍
事
境
界
線
の
こ
と
。韓
国
で
は
軍
事
分
界
線
と
呼
ぶ
。（
編

集
部
）
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